
広報いで　IDE TOWN PUBLIC RELATIONS

目次
ご存知ですか？　成年後見制度　 P04
井手町防災訓練の実施について P05
井手町の給与・定員管理等について P06
子育て支援カレンダー P10

「空き家バンク」をご存知ですか！ P11

町の人口（11月１日現在）
男性 3,703 人
女性 3,941 人

計 7,644 人

　11 月 26 日（土）に玉川沿いで行われるイルミネーションイベント「井手！
みねーしょん」に向けて、10 月 24 日（月）、多賀小学校で児童たちが牛乳パッ
クを加工した紙灯籠作りに励みました。井手町と連携協力包括協定を結ぶ
京都産業大学の学生たちが企画する催しで、当日には、町内の小中学生ら
が手掛ける紙灯籠など１８００個を並べる予定だそうです。
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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン
グ

目
標
を
も
っ
て
日
々
楽
し
い
人
生
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
手
町
敬
老
祝
賀
式

　

井
手
町
敬
老
祝
賀
式
が
10
月
14

日
（
金
）、
府
立
山
城
勤
労
者
福
祉

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
式
に
は
、
70
歳
以
上
の
方

５
０
４
人
が
出
席
さ
れ
、95
歳
（
対

象
者
20
人
）
と
満
88
歳
（
同
32
人
）、

数
え
で
88
歳
（
同
48
人
）、77
歳
（
同

１
０
５
人
）
の
節
目
を
迎
え
ら
れ

た
方
々
に
、
汐
見
明
男
町
長
、
井

手
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
中
坊
溥

会
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
中
坊
会
長
が
、
８

月
に
供
用
開
始
と
な
っ
た
山
城
多

あいさつを述べる中坊会長 あいさつを述べる汐見町長

ご長寿の記念品を受け取る出席者の皆さん

賀
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

「
皆
さ
ん
に
非
常
に
喜
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
」
と
述
べ
、「
協
議
会

と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
さ
ん
に

元
気
で
い
き
い
き
と
活
動
し
て
も

ら
う
た
め
、複
雑
多
様
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
よ
う
一
所
懸
命
努
力

し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
に
物
事
を
考
え
、
ス
ト
レ

ス
を
た
め
る
こ
と
な
く
、
目
標
を

も
っ
て
日
々
楽
し
い
人
生
を
送
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　

ま
た
汐
見
町
長
も
「
長
年
、
培

わ
れ
た
豊
か
な
知
識
と
経
験
を
生

か
し
、
引
き
続
き
ご
指
導
く
だ
さ

い
。山
城
多
賀
駅
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

も
８
月
に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た

が
、
今
後
も
住
民
の
皆
様
の
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
各
種
事
業

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
会
場
で
は
、
昼
食
を

は
さ
ん
で
カ
ラ
オ
ケ
や
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
の
発
表
な
ど
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

７
０
０
人
が
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　

第
45
回
町
民
体
育
大
会

　

第
45
回
町
民
体
育
大
会
が
９
月

25
日
（
日
）、
泉
ヶ
丘
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
、
町
内
各
区
か

ら
参
加
し
た
住
民
の
皆
さ
ん
が
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め

合
い
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
井
手
町
体
育
協
会
の

主
催
で
行
わ
れ
る
恒
例
の
行
事
で
、

今
年
は
約
７
０
０
人
が
参
加
。

　

会
場
で
は
、
秋
晴
れ
の
空
の
下
、

綱
引
き
や
リ
レ
ー
、玉
入
れ
と
い
っ

た
区
対
抗
種
目
を
は
じ
め
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
様
々
な
競
技
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

上
位
の
成
績
は
次
の
通
り
。

▽
区
対
抗
玉
入
れ
＝
①
南
区
②
石

垣
区

▽
区
対
抗
綱
引
き
＝
①
北
区
②
東

部
区

▽
区
対
抗
リ
レ
ー
ボ
ー
ル
＝
①
玉

水
区
②
石
垣
区

▽
区
対
抗
リ
レ
ー
＝
①
北
区
②
石

垣
区

▽
子
ど
も
会
区
対
抗
リ
レ
ー
＝
①

北
部
区
②
南
部
区

▽
区
対
抗
競
技
総
合
成
績
＝
①
北

区
②
玉
水
区

来賓と 65 歳以上の方による玉入れ

区対抗リレー

区対抗綱引き
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【
訂
正
】
広
報
い
で
10
月
号
２
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
「
井
手
町
消
防
団

町
長
査
閲
」
の
記
事
で
、
汐
見
町

長
の
あ
い
さ
つ
の
文
中
「
訓
練
や

資
機
材
の
充
実
に
企
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
」
と
あ
り
ま
す
の

は
「
訓
練
や
資
機
材
の
充
実
に
計

画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
」
の

誤
り
で
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

育
用
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
助
成
は
、
宝
く
じ
の
普

及
広
報
を
図
る
た
め
に
、
宝
く
じ

の
収
入
源
を
財
源
と
し
て
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
共
同
活
動

を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
て
助

成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
宝
く
じ
の

　

南
区
で
は
、
財
団
法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
宝
く
じ
の
助

成
を
受
け
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
備

品
や
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
係
る
体

宝
く
じ
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

助
成
金
は
、
ま
ち

の
こ
ん
な
と
こ
ろ

に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。

　

井
手
小
学
校
と
多
賀
小
学
校
の

５
、６
年
生
が
陸
上
競
技
で
交
流

す
る
井
手
町
小
学
生
陸
上
運
動
交

歓
記
録
会
が
、
10
月
21
日
（
金
）、

府
立
山
城
総
合
運
動
公
園
太
陽

が
丘
の
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、

１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
を
は
じ
め
、

選
択
種
目
の
50
メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド

ル
、
８
０
０
メ
ー
ト
ル
走
や
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
走
り
幅
跳
び
、

走
り
高
跳
び
な
ど
の
各
種
目
で
自

己
記
録
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
の
記
録
会
に
は
、
ア

ト
ラ
ン
タ
や
シ
ド
ニ
ー
な
ど
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
４
大
会
に
連
続
出
場
し
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
４
×

１
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
で
銅
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
朝
原
宣
治
さ
ん

と
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
の
日
本

小
学
生
記
録
保
持
者
で
も
あ
る
山

本
慎
吾
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
て

の
特
別
授
業
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
で
児
童
た
ち
は
、
体
の
動

き
や
バ
ラ
ン
ス
な
ど
を
整
え
る
体

操
や
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
の
渡
し
方

な
ど
を
教
わ
っ
た
ほ
か
、
実
際
に

リ
レ
ー
と
50
メ
ー
ト
ル
走
で
、
日

本
を
代
表
す
る
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
の
２
人
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

立
派
な
花
に
育
て
て

　
　
「
人
権
の
花
運
動
」
伝
達
式

　

多
賀
保
育
園
（
原
田
世
都
子
園

長
）
で
10
月
18
日
（
火
）、「
人
権

の
花
運
動
」
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

園
児
た
ち
が
府
の
人
権
の
花
・
ス

イ
セ
ン
の
球
根
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
つ
け
ま
し
た
。

　

花
の
栽
培
を
通
し
て
、
命
の
大

切
さ
や
他
人
へ
の
思
い
や
り
な
ど

に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
が
進
め
て
い
る
取
り
組
み
で
、

毎
年
、
ス
イ
セ
ン
の
球
根
の
贈
呈

を
受
け
た
町
内
の
子
ど
も
た
ち
が

栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

伝
達
式
で
、
園
児
た
ち
は
「
人

権
の
花
運
動
」
に
つ
い
て
説
明
を

聞
い
た
あ
と
、
人
権
擁
護
委
員
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
ス
イ
セ
ン
の
球 人権擁護委員の皆さんと球根を植える園児たち

根
を
植
え
ま
し
た
。

　

ス
イ
セ
ン
は
、
同
保
育
園
で
育

て
、
花
が
咲
く
３
月
に
は
、
役
場

や
図
書
館
な
ど
に
飾
ら
れ
る
予
定

で
す
。

５
，
６
年
生
が
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
交
流

　
　
　
　
　
　

小
学
生
陸
上
運
動
交
歓
記
録
会

児童代表らとリレーに参加する朝原さん

50 メートル走で山本さんと速さを競う児童たち

盛り上がった大会のひとコマ

　

平
成
28
年
度
の
秋
季
町
民
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
10
月
23
日

（
日
）、
有
王
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
、
出
場
し
た
皆
さ
ん
が
和
気
あ

い
あ
い
と
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

大
会
に
は
、
６
チ
ー
ム
が
出
場
。

選
手
や
応
援
団
、
大
会
関
係
者
ら

１
０
３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で

行
わ
れ
た
結
果
、
ト
ミ
ー
ズ
が
優

勝
、
南
部
区
が
準
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

優
勝
は
ト
ミ
ー
ズ

　

秋
季
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
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　平成 12 年に成年後見制度が導入されて 10 年以上が経ちましたが、制度の理解や利用はなかなか進んでいま
せん。井手町社協・地域包括支援センターでは成年後見制度の理解を深め利用促進を図るため、住民の方を対
象に成年後見講座を開催します。
　「成年後見制度はどう使えばいいの？」「後見人はどんなことを行うの？」といった疑問が解消できる講座です。
成年後見制度に興味や関心のある方は是非ご参加ください。井手町に在住、在勤の方ならどなたでも受講でき
ます。講演の後に個別相談も受付いたします。ご希望の方は事前にお申込みください。

日　時：平成 28 年 12 月 16 日（金）　13 時半～ 15 時
場　所：老人福祉センター玉泉苑　大広間　
内　容：成年後見制度の概要、申立ての流れ等　
講　師：司法書士　菅

すが

野
の

　克
かつ

夫
お

　氏
　　　　（成年後見センター・リーガルサポート京都支部）
対　象：井手町在住、在勤の方等
定　員：50 人
参加費：無料
締切り：平成 28 年 11 月 30 日（水）

※申し込みは、井手町社会福祉協議会（℡８２－３９０１）
　　　　　　　井手町地域包括支援センター（℡８２－３６９０）

ご存知ですか？　成年後見制度　
　～知って得する !!　福祉講座「成年後見制度ってなに？」～

・対象者と思われる方には案内と申請書を送付していますので、期限までに申請をお願い
します。
・井手町の申請期限は平成２９年１月４日（水）です。

※２つの給付金は平成２８年１月１日に住民登録のある市町村が申請先となります。
※申請期間などは各市町村により異なりますので、井手町以外が申請先となる方は、事前
にその市町村に問い合わせるか、ホームページなどで確認するようにしてください。

問い合わせ先　　
井手町役場　住民福祉課　　　　TEL：８２－６１６４
厚生労働省　相談専用ダイヤル　TEL：０５７０－０３７－１９２

給付金の申請はお済みですか
平成２８年度臨時福祉給付金及び障害・遺族年金受給者向け給付金

１１月２５日～１２月１日は「犯罪被害者週間」です
【平成２８年度　犯罪被害者等支援スローガン】

支援の輪
　　あなたの小さな　一歩から

　犯罪や事故によって受けた心の傷を癒すには、周囲の人々の理解、配慮、協力が不可欠です。
　被害者の方が抱える問題や被害者支援への取り組みについて考え、被害者も加害者も出さない街づくりを目
指して参りましょう。

　※井手町は、平成２３年７月に「井手町犯罪被害者支援条例」を制定・施行し、府や警察などの機関とも協
力して被害者本人やその遺族などを支援しています。

井手町　総務課　　　　　　　　　　　℡８２―６１６１
田辺警察署刑務課犯罪被害者支援係　　℡６３―０１１０（内線３２１）

前夜祭　11 月 26 日（土）午後４時～８時
「みんなで燈そう！井手！みねーしょん 2016」
　　　　　　　　　　　（京産大井手応援隊）
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平成２７年度　個人情報保護制度及び情報公開制度の運用状況について
１　個人情報保護制度の運用状況
　　 すべての実施機関について請求等実績なし。
２　情報公開制度の運用状況

（１）開示請求の件数及び処理状況

実施機関 請求件数
処　理　状　況

取り下げ
全部開示 部分開示 不開示 存否応答拒否 不存在等

町長 7 5 0 0 0 2 0

（２）不服申立ての状況　　０件
※　実施機関のうち教育委員会、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、農業委員会、固定資産評価審査委員会、
　　水道事業管理者及び議会については請求等実績なし。

　山背古道は城陽市・井手町・木津川市の 3 つの市町にまたがる散策道です。
　美しい里山やのどかな田園風景、歴史ある文化史跡など、山背古道を歩けば、色々な景色に出会うことができます。
　どこか懐かしい風景を眺めながら秋の山背古道を歩いてみませんか。
○日時：11 月 27 日（日）　　※受付：午前 9 時～ 10 時（雨天決行・荒天時中止）
○集合場所：ＪＲ城陽駅東口（城陽市観光協会駐輪場前）　または木津川市役所東口玄関前
○コース：城陽市～木津川市間の全長約 23 キロのコース　※途中リタイア OK
○持ち物：弁当、水筒、雨具等　　
○参加費：無料　　
○申　込：事前の申込は必要ありません。
○問合せ：山背古道推進協議会事務局（城陽市商工観光課　℡５６－４０１９）
○その他：・参加者には地図と記念品をプレゼントします。
　　　　　・中継地点 中天満神社（城陽市）、井手町まちづくりセンター椿坂、JR 棚倉駅前で“ほっとコーナー”
　　　　　  を設置し、飲み物や特産品の販売を行います。

◇第２２回　山背古道とことんウォーキング◇

実施日時 平成２８年１１月２０日（日）午前９時００分～正午

実施場所 各公民館及び井手小学校、多賀小学校、玉川保育園、自然休養村管理センター

訓練想定 大雨・洪水警報が発令され、豪雨の影響により町内河川の氾らん及び土砂災
害の恐れがあるとの想定。

訓練目的 各区長を中心とした自主防災組織と消防団や京田辺市消防署井手分署とが協
力しながら、避難、情報収集・伝達、炊き出し訓練等を行い、災害時の被害
の軽減及び平常時における防災意識の向上を図ることを目的とします。

※訓練当日は、役場広報車及び消防団積載車が町内を回り広報を行います。ＮＴＴドコモ提供のエリアメール、
ソフトバンク・ＫＤＤＩ提供の緊急速報メールにて避難勧告を配信します。また、ホームページに避難勧告等
を掲載致しますので、ご理解・ご協力をお願い致します。

平成２８年度　井手町防災訓練の実施について

■セレモニー・振る舞い餅　■河津桜の記念植樹
■時代絵巻行列および東映俳優による舞台演出
■ハラペコランド（京産大井手応援隊）
■落語寄席（月亭太遊 出演）　■野外コンサート ( 内田あや 出演 )　
■ビンゴ大会　■ふれあい野菜市

11 月 27 日（日）午前 10 時～午後３時
井手町まちづくりセンター椿坂

前夜祭　11 月 26 日（土）午後４時～８時
「みんなで燈そう！井手！みねーしょん 2016」
　　　　　　　　　　　（京産大井手応援隊）

シンガーソングライター
　　　　　　内田　あや

井手町名誉応援隊長
　　落語家　月亭　太遊

KBS 京都アナウンサー
　　　　　　海平　和
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井手町の給与・定員管理等について
　「地方公共団体における職員給与等の公表について」に基づいて、井手町では平成１０年度から町職員の
給与の実態について公表しています。なお、ここでお知らせする給与等は、税金や各種保険料を差し引く前
の金額で、いわゆる「手取り額」ではありません。また、現在未公表である情報については、公表され次第、
ホームページにて掲載予定です。お問い合わせは、総務課（℡ 82-6161）まで。

１　総括
 (1) 人件費の状況（普通会計決算）

区　分 住民基本台帳人口
（平成 28 年１月１日）

歳　出　額
　　　　Ａ 実 質 収 支 人　件　費

　　　　Ｂ
人件費率
　Ｂ／Ａ

（参考）
平成 26 年度の人件費率

平成 27 年度 7,792 人 4,103,109 千円 364,352 千円 799,567 千円 19.5% 18.0%

 (2) 職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 職員数
Ａ

給　　与　　費 一人当たり
給与費

   　Ｂ／Ａ給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ
平成 27 年度 95 人 311,151 千円 32,282 千円 115,614 千円 459,047 千円 4,832 千円

（注）１ 　職員手当には退職手当を含まない。
　　 ２　職員数は、平成２７年４月１日現在の人数である。

 (3) ラスパイレス指数の状況　　　（各年４月１日現在）

年度 井手町 類似団体平均 全国町村平均
平成 27 年度 91.8 95.5 95.8
平成 26 年度 95.6 95.2 95.6
平成 25 年度 93.6 94.5 95.4
平成 24 年度 93.2 94.6 95.5

（注）
１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準
　　を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示
　　す指数である。
２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似
　　している団体のラスパイレス指数を単純平均し
　　たものである。

区　分 1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級
１号給の
給与月額 140,100 円 190,200 円 226,400 円 259,900 円 286,200 円 317,000 円

最高号給の
給与月額 246,100 円 303,000 円 348,800 円 379,800 円 391,800 円 409,000 円

（注）給料月額は、給与抑制措置を行う前のものである。

２　一般行政職給料表の状況　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日現在）

 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況　　　（平成２８年４月１日現在）
①一般行政職

区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均給与月額
（国ベース）

井手町 38.8 歳 282,900 円 316,259 円 304,179 円
国 43.6 歳 331,816 円 － 410,984 円

３　職員の平均給与月額、初任給等の状況

②技能労務職

区　分
公　務　員 民　　間 参　考

平均年齢 職員数 平均給料月額 平均給与月額
　　　（Ａ）

平均給与月額
（国ベース）

対応する民間
の類似職種 平均年齢 平均給与月額

　　　　（Ｂ） Ａ／Ｂ

井手町 41.6 歳 1 人 282,900 円 282,900 円 282,900 円 － － － －

うち清掃職員 41.6 歳 1 人 282,900 円 282,900 円 282,900 円 廃棄物処理
業従業員 44.9 歳 289,500 円 0.98

うち学校職員 － － － － － － － － －
うち
その他技能労務職 － － － － － － － － －

国 50.4 歳 2,876 人 287,447 円 － 329.358 円

区　分
参　　　考

年収ベース（試算値）の比較
公務員（Ｃ） 民間（Ｄ） C/D

井手町 － － －
うち清掃職員 4,582,979 円 3,952,300 円 1.16

うち学校給食職員 － － －
うち
その他技能労務職 － － －

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用
　している。（平成 24 ～ 26 年の 3 ヵ年平均）
※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形
　態等の点において完全に一致しているものではない。
※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均
　給与月額を 12 倍したものに、公務員においては前年度に支給された期末・
　勤勉手当、民間においては前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値で
　ある。

１　「平均給料月額」とは、平成 28 年 4 月 1 日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。
２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の額を合計したものであり、
　地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。
　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれていないことから、
　比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。

（注）
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(2) 職員の初任給の状況　　　　　　　（平成２８年４月１日現在）

区　分 井手町 国

一般行政職 大学卒 176,700 円 176,700 円
高校卒 144,600 円 144,600 円

技能労務職 高校卒 144,600 円 －
中学卒 － －

(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況　　　　（平成２８年４月１日現在）

区　分 経験年数 10 年 経験年数 15 年 経験年数 20 年

一般行政職 大学卒 257,800 円 319,100 円 349,400 円
高校卒 － 277,800 円 286,300 円

技能労務職 高校卒 － － 282,900 円
中学卒 － － －

４　一般行政職の級別職員数等の状況
(1) 一般行政職の級別職員数の状況　　　（平成２８年４月１日現在）

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1 級
定型的な業務を行う主事、技師、保育士、栄養士、
保健師、社会教育主事、調理師、環境衛生技師、
主事補、技師補、保健師補、保育士補、栄養士
補の職務

6 人 8.8％

2 級
高度の知識又は技術若しくは経験を必要とする
業務を行う主事、技師、保育士、保健師、社会
教育主事、調理師、環境衛生技師の職務

26 人 38.2％

3 級 係長、主査及び主任の職務 12 人 17.6％
4 級 課長補佐、園長補佐の職務 8 人 11.8％

5 級 局長、会計管理者、課長、館長、園長、所長、
及び参事の職務 11 人 16.2％

6 級 理事、教育次長又はこれらに相当する職務 5 人 7.4％
　　１　井手町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。
　　 ２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。

５　職員の手当の状況
 (1) 期末手当・勤勉手当

井　手　町 国
１人当たり平均支給額（平成 27 年度）

　　　　　　　　　　　　1,217 千円 －

（平成 27 年度支給割合）
期末手当　　　　　勤勉手当
　　  2.6 月分　　　　　1.6 月分

（平成 27 年度支給割合）
期末手当　　　　　勤勉手当
　     2.6 月分　 　　　1.6 月分
　（1.45）月分　　　（0.75）月分

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　・　役職加算　　　５～ 15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置
　　・　役職加算　　　 ５～ 20％
　　・　管理職加算　　10 ～ 25％

(2) 退職手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日現在）

井　手　町 国
（支給率） 自己都合 応募認定・定年（支給率） 自己都合 応募認定・定年
勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分 勤続 20 年 20.445 月分 25.55625 月分
勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分 勤続 25 年 29.145 月分 34.5825 月分
勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分 勤続 35 年 41.325 月分 49.59 月分
最高限度額 49.59 月分 49.59 月分 最高限度額 49.59 月分 49.59 月分
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置 その他の加算措置 定年前早期退職特例措置

（２～４５％加算） （２～４５％加算）
１人当たり平均支給額 20,756 千円
（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成 27 年度に退職した職員に支給された平均額である。

（注）　(  ) 内は、再任用職員に係る支給割合で
ある。

(4) 特殊勤務手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日現在）

支給実績（平成２７年度決算） －　千円
支給職員１人当たり平均支給年額（平成２７年度決算） －　　円
職員全体に占める手当支給職員の割合（平成２７年度） －　　％
手当の種類（手当数） 2 種類

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 左記職員に対する支給単価
感染症の防疫作業に従事
する職員の特殊勤務手当 感染症防疫作業従事職員 感染症の防疫作業 １日につき５００円

死体処理に従事する職員
の特殊勤務手当 死体処理従事職員 死体処理 １体につき１０，０００円

(5) 時間外勤務手当
支給実績

（平成２７年度決算） 8,196 千円

支給職員１人当
たり平均支給年
額

（平成２７年度決算）

113 千円

支給実績
（平成２６年度決算） 10,697 千円

支給職員１人当
たり平均支給年
額

（平成２６年度決算）

113 千円

6 級　7.4%

5 級　16.2%

4 級　11.8%

3 級　17.6%

2 級　38.2%

1 級　8.8%

6 級　7.5%

5 級　15.2%

4 級　10.6%

3 級　21.2%

2 級　36.4%

1 級　9.1%

6 級　11.8%

5 級　14.7%

4 級　10.3%

3 級　22.0%

2 級　30.9%

1 級　10.3%

100%

90%

80%

70%

60%

50%

40%

30%

20%

10%

0%
平成 28 年の構成比 平成 27 年の構成比 5 年前の構成比

【参考】 勤勉手当への勤務実績の
　　　 反映状況（一般行政職）

一律支給

(3) 地域手当　（平成２８年４月１日現在）

支給実績
（平成２７年度決算） －　千円
支給職員１人当たり

平均支給年額
（平成２７年度決算）

－　　円

支給対
象地域 支給率 支給対象

職員数 国の制度（支給率）

井手町 0％ －　人

勤務地域により
支給率は異なる
が、 平 成 ２ ６
年 度 制 度 改 正
で最高支給割合
２０％。
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(6) その他の手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日現在）

手当名 内容及び支給単価 国 の 制 度 と
の異同

国 の 制 度 と
異なる内容

支給実績
（平成２７年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成２７年度決算）

扶養手当

扶養親族である配偶者 13,000 円

同じ 9,144 千円 190,501 円配偶者以外の扶養親族　１人につき 6,500 円
配偶者がいない場合、そのうち１人については 11,000 円
１６歳から２２歳までの子 5,000 円加算

住居手当

家賃支払いの職員 ・月額 23,000 円以下の家賃　家賃額－ 12,000 円＝支給額

同じ 2,868 千円 206,752 円
・月額 23,000 円を超える家賃
　( 家賃額－ 23,000 円 ) × 1/2 ＝①
　16,000 円＝② ( ①、②のうち額が
　少ない方 ) ＋ 11,000 円＝支給額
　 （最高 27,000 円）

通勤手当

交通機関を利用する職員

同じ 3,356 千円 58,877 円

運賃相当額が 55,000 円までの者 全額支給
片道２㎞未満 支給なし
自動車等の利用者　通勤距離片道

２㎞以上　５㎞未満 2,000 円
５㎞以上１０㎞未満 4,200 円
１０㎞以上１５㎞未満 7,100 円
１５㎞以上２０㎞未満 10,000 円
２０㎞以上２５㎞未満 12,900 円
２５㎞以上３０㎞未満 15,800 円
３０㎞以上３５㎞未満 18,700 円
３５㎞以上４０㎞未満 21,600 円
４０㎞以上４５㎞未満 24,400 円
４５㎞以上５０㎞未満 26,200 円
５０㎞以上５５㎞未満 28,000 円
５５㎞以上６０㎞未満 29,800 円
６０㎞以上 31,600 円

管理職手当
月額 5,000 円。ただし、町長が必要と認める時は、本俸の 100 分の 20 以内を支給するこ
とができる。
理事、局長、次長、課長、館長、園長、所長、参事等　　　35,000 円

8,700 千円 395,455 円

区分 給　料　月　額　等
給
料

町　長 730,000 円
副町長 600,000 円

報
酬

議　長 290,000 円
副議長 220,000 円
議　員 200,000 円

期
末
手
当

町　長 （平成 27 年度支給割合）
副町長 3.15 月分
議　長 （平成 27 年度支給割合）
副議長 3.15 月分
議　員

退
職
手
当

（算定方式） （１期の手当額）（支給時期）
町　長 給料月額× 530 ／ 100 ×在職年数 15,476 千円 任期ごと
副町長 給料月額× 315 ／ 100 ×在職年数 7,560 千円 任期ごと

（注）　退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率
に基づき、１期（４年＝ 48 月）勤めた場合における退職手当の見込額である。

６　特別職の報酬等の状況 ７　職員数の状況
(1) 部門別職員数の状況と主な増減理由　　　（各年４月１日現在）

(2) 年齢別職員構成の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日現在）

区　分 20 歳未満 20 歳～
　23 歳

24 歳～
　27 歳

28 歳～
　31 歳　

32 歳～
　35 歳

36 歳～
　39 歳

40 歳～
　43 歳

44 歳～
　47 歳

48 歳～
　51 歳

52 歳～
　55 歳

56 歳～
　59 歳

60 歳
以上 計

職員数 0 人 4 人 12 人 24 人 10 人 7 人 13 人 15 人 7 人 2 人 11 人 0 人 105 人

（平成２８年４月１日現在）
　　　　 　区分
部門

職員数（人） 対前年
増減数 主な増減理由平成 27 年 平成 28 年

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 1 1 0
総務 20 22 2 地域創生関連事業の充実
税務 6 6 0
民生 33 33 0
衛生 8 8 0
農林 3 3 0
商工 1 1 0
土木 8 7 ▲ 1
計 80 81 1

教育部門 9 9 0
小　計 89 90 1

公
営
企
業
等

会
計
部
門

水道 4 4 0
下水道 1 1 0
国保等 9 10 1 社会福祉関連事業の充実
小計 14 15 1

合　計 103 105 2
[ 157 ] [ 157 ] [ 0 ]

　　　１　各年における定員管理調査において報告した部門別職員
　　　　　数。
　　　２　[     ] 内は、条例定数の合計である。

　　（注）
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(3) 職員数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人・％）
　　　　　　  年度
部門別 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 過去 5 年間

の増減数（率）
一般行政 82 82 81 82 80 81 ▲ 1 ( ▲ 1.2%)

教育 11 11 11 10 9 9 ▲ 2 ( ▲ 18.2%)
普通会計計 93 93 92 92 90 90 ▲ 3 ( ▲ 3.2%)

公営企業等会計計 16 16 17 15 14 15 ▲ 1 ( ▲ 6.3%)
総合計 109 109 109 107 103 105 ▲ 4 ( ▲ 3.7%)

( 注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数（平成２６年度まで教育長含む）。

８　公営企業職員の状況
水道事業
　① 職員給与費の状況

区　分 総費用
　　A

純損益又は
実質収支

職員給与費
　　　  B

総費用に占める
職員給与費比率
　　　　Ｂ／Ａ

（参考）平成 26 年度
の総費用に占める職

員給与費比率
平成 27 年度 114,428 千円 13,249 千円 9,576 千円 8.4％ 8.4％

区　分 職員数
　　A

給　　与　　費 一人当たり
給与費　Ｂ／Ａ給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計　　　　　Ｂ

平成 27 年度 2 人 5,352 千円 423 千円 1,823 千円 7,598 千円 4,788 千円
　　１　職員手当には退職手当を含まない。
　　２　職員数は、平成２８年３月３１日現在の人数である。

　　（注）

　② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況　　（平成２８年４月１日現在）

区　分 平均年齢 基本給 平均月収額
井手町 26.2 歳 199,900 円 269,865 円

（注）　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含む。  

　 ③ 職員の手当の状況
　　ア　期末手当・勤勉手当

井　手　町 一般行政職
１人当たり平均支給額（平成 27 年度） １人当たり平均支給額（平成 27 年度）

1,054 千円 1,217 千円
（平成 27 年度支給割合） （平成 27 年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
2.6 月分 1.6 月分 2.6 月分 1.6 月分

（加算措置の状況） （加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等による加算措置 職制上の段階、職務の級等による加算措置

・　役職加算５～１５％ ・　役職加算５～１５％

イ　退職手当　　　　　　（平成２８年４月１日現在）

井手町 一般行政職
（支給率） 一般行政職と同様

１人当たり
平均支給額１人当たり

平均支給額
自己都合 応募認定

  ・定年
－千円 －千円 20,756 千円

（注）　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成２７年
度に退職した職員に支給された平均額である。

ウ　地域手当（平成２８年４月１日現在）
　　一般行政職と同様（５（３）を参照）

エ　特殊勤務手当（平成２８年４月１日現在）
　　一般行政職と同様（５（４）を参照）

　　オ　時間外勤務手当
支給実績（平成 27 年度決算） 322 千円
支給職員１人当たり平均支給年額（平成 27 年度決算） 107 千円
支給実績（平成 26 年度決算） 218 千円
支給職員１人当たり平均支給年額（平成 26 年度決算） 31 千円

（注） 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含む。

　　カ　その他の手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２８年４月１日現在）  

手当名 内容及び支給単価 一般行政職の
制度との異同

一般行政職の
制度と異なる内容

支給実績
（平成 27 年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給年額

（平成 27 年度決算）
扶養手当 一般行政職と同様 同じ 0 千円 0 円
住居手当 一般行政職と同様 同じ 0 千円 0 円
通勤手当 一般行政職と同様 同じ 101 千円 50,562 円

管理職手当 一般行政職と同様 同じ 0 千円 0 円
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

11 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）

と　　　　　き 内　　容 場所・備考

11 日（金） 10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
 「からだを使ってあそぼう」

15 日（火） 10：00 ～ 11：40 すくすくクラブ ※申込制
16 日（水） 9：30 ～ 11：30 前向き子育て

プログラム⑦ ※申込制

17 日（木） 10：30 ～ 11：30 多賀保育園園庭開放 多賀保育園
10：30 ～ 12：00 さんさん会

18 日（金） 10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
 「みんなでお散歩」

22 日（火） 9：30 ～ 11：30 前向き子育て
プログラム⑧ ※申込制

24 日（木） 10：00 ～ 11：00 キッズケア
「せき止めオイル」 ※申込制

28 日（月） 10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館
29 日（火） 10：00 ～ 11：40 のびのびクラブ ※申込制
30 日（水） 10：30 ～ 11：30 玉川保育園園庭開放 玉川保育園

12 月
1 日（木） 10：00 ～ 11：00 わおんとあそぼう ※申込制
2 日（金） 10：30 ～ 12：00 さんさん会
6 日（火） 10：30 ～ 12：00 *hughug*

「ベビーマッサージ」 ※申込制

9 日（金） 10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
 「リースづくり」

※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：水曜日（月 2 回程度）
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2 カ月～ 1 歳くらいまで
活動日：第 2 週の火曜日
参加費：1 回 500 円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～ 4 歳まで（申込制）

　お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために一時預かりを行っております（有料）
【利用時間】　平日（月～金曜日）8：30 ～ 16：30　　土曜日　8：30 ～ 12：00
※料金やその他詳細は子育て支援センター（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

一時預かり

消防署からお知らせ
「住宅用火災警報器」の設置を

皆さんのご家庭に、『住宅用火災警報器』は設置されていますか？ 
住宅火災から大切な命を守るため『住宅用火災警報器』を設置しましょう！

－住宅用火災警報器とは－
・　住宅用火災警報器は、火災の煙や熱を感知して、
　　音声や警報音等で火災の発生を知らせるものです。
・　住宅等の天井または壁面に取り付けます。
・　住宅用火災警報器は、火災の早期発見・被害の軽
　　減に効果を発揮します。

お問合せ　京田辺市消防署井手分署
　　　　　　　　　　　（℡８２－３０００）へ

※これ以外の設置例は、京田辺市消防本部のホームページをごらんください。
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人権について考えよう！

１２月４日から１０日は 「人権週間」 です
人権について考えよう！

１２月４日から１０日は 「人権週間」 です
　１９４８年の１２月１０日、国連の第３回総会で「世界人権宣言」が採択されました。この宣言は、生命 ･
身体の安全その他多くの基本的人権についての基準を示し、「どのような形であっても差別を受けることなしに
これらの人権が享有できるようにすべきである」と述べています。この理念は、各国の憲法や法律に取り入れ
られるとともに、今も世界の人々にとって希望の根源ともなっています。
　日本では、この１２月１０日までの１週間（１２月４日～１０日）を「人権週間」とし、毎年、講演会の開
催や街頭啓発など、さまざまな啓発活動が展開されています。
　人権週間をきっかけに、人権問題を自分自身の問題と受けとめ、お互いの権利を尊重しあうことの大切さに
ついて考えましょう。
●井手町人権のつどいのお知らせ
　　◇日　時　　１２月１３日（火）　午後１時半～３時半
　　◇会　場　　井手町自然休養村管理センターホール
　　◇内　容　　講演「夢と絆」～拉致が奪い去ったもの～
　　◇講　師　　新潟産業大学准教授・拉致被害者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓮池　薫　さん　
　　　［問い合わせ］　井手町教育委員会 社会教育課（℡８２－５７００）

大正池グリーンパーク

「空き家バンク」とは　空き家を所有する方からの登録の申し込みを受け、登録された空き家の物件情報を公
開し、町内に居住を希望する人に町のホームページなどで広く情報提供する仕組みです。
空き家登録の手順　地域創生推進室へ登録申込書など必要書類を提出いただきます。空き家バンクへの登録が
可能と判断された場合、登録台帳に登録するとともに、物件の所在地、状況、間取り、所有者の希望条件など
の情報を、町のホームページに掲載します。
利用希望者の手順　空き家情報を町のホームページで閲覧し、希望物件があった場合、「利用申込書」「誓約書」
を地域創生推進室に提出いただきます。利用希望者、利用目的などが適当と認められた場合、空き家の所有者
及び仲介を行う登録事業者に通知します。町は交渉・契約には関与しません。
お問合せ　地域創生推進室（℡８２－６１７０）までお問い合わせください。

「空き家バンク」をご存知ですか！
　　　居住可能な空き家の情報提供にご協力を！！
　井手町では、定住促進と地域の活性化を図るため、町内への移住希望者に空き家
に関する情報を提供する「空き家バンク」を開設しております。井手町内に空き家
を所有している方で、売却や賃貸をご検討いただける物件がある場合は、ぜひ「井
手町空き家バンク」に登録してください。

■

■

■

■

星の観察会星の観察会
星のお話を聴いたり
天体望遠鏡を使ったり
大正池で星を見ませんか？

●日時　11 月 19 日 ( 土 ) 午後８時～９時（雨天中止）
●場所　大正池グリーンパーク　
　　　　集合：メインハウス前
●対象　館内・野外宿泊者　及び　一般の参加者 ( 事前予約が必要 )
●内容　秋の星座の話と観察、流星群の観察
●定員　20 名程度
●参加費　無料
・当日は冷え込むことが予想されます暖かい格好でご参加ください。
　（上に羽織るものがあると便利です。）
・曇りの場合は「星の話」をします。
●申込み、問合せは、大正池グリーンパーク（℡９９ ‐ ４７３３）

★
★

★
★★

★

流星群も

観察できる

　　かも！

★
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Information
●

おしらせ
日　

時
／
12
月
４
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

場　

所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署
会
議
室

定　

員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受
付
期
間
／
12
月
３
日（
土
）午
後
5
時
ま
で
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
）

「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

「
事
前
登
録
型
本
人
通
知
制
度
」
の

            

登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

　

井
手
町
に
住
民
登
録
や
本
籍
の
あ
る
人

が
、
事
前
に
登
録
し
て
お
く
こ
と
で
、
代
理

人
ま
た
は
第
三
者
に
住
民
票
の
写
し
な
ど
が

交
付
さ
れ
た
と
き
に
、
そ
の
事
実
を
通
知
し

ま
す
。

①
登
録
で
き
る
人

　

井
手
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
戸
籍
が
あ
る

人
（
過
去
に
あ
っ
た
人
）

②
登
録
期
間
（
通
知
す
る
期
間
）

　

無
期
限　

※
登
録
の
廃
止
届
が
あ
っ
た
場

合
や
登
録
者
が
死
亡
し
た
場
合
等
に
つ
い
て

は
、
登
録
が
抹
消
さ
れ
ま
す
。

③
対
象
と
な
る
証
明
書

　

住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、

戸
籍
の
謄
本
ま
た
は
抄
本
、
こ
れ
ら
の
住
民

票
・
附
票
の
除
票
お
よ
び
除
か
れ
た
戸
籍

④
通
知
す
る
内
容

　

交
付
年
月
日
、
交
付
証
明
書
の
種
別
、
交

付
枚
数
、
交
付
請
求
の
種
別
（
代
理
人
ま
た

は
第
三
者
の
別
）

　

※
こ
の
制
度
は
、
交
付
さ
れ
た
こ
と
を
通

知
す
る
も
の
で
、
交
付
請
求
者
の
名
前
、
住

所
は
通
知
し
ま
せ
ん
。

⑤
登
録
手
続
に
必
要
な
も
の

・
第
三
者
交
付
本
人
通
知
制
度
登
録
申
請
書

（
申
請
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

・
窓
口
に
来
ら
れ
る
方
の
本
人
確
認
書
類

・
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状

・
法
定
代
理
人
の
場
合
は
戸
籍
謄
本
等
の
資

格
を
証
す
る
も
の

　

※
井
手
町
に
本
籍
が
あ
り
、
法
定
代
理
人

資
格
を
確
認
で
き
る
場
合
は
不
要

⑥
申
請
窓
口

■
住
民
福
祉
課(

℡
82
‐
６
１
６
４)

犬
は
愛
情
と
責
任
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　

飼
い
ま
し
ょ
う

◎
犬
は
つ
な
い
で
飼
い
、
屋
内
、
敷
地
内
で

飼
っ
て
い
る
場
合
で
も
、
不
意
に
と
び
だ
さ

な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。
放
し
飼
い
の
犬
が
人
を
ケ
ガ
さ
せ
た
と

き
等
は
、
飼
主
の
責
任
で
す
。

◎
散
歩
中
の
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は
忘
れ
ず

に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
不
幸
な
犬
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
避
妊
、

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◎
そ
の
他
、
他
人
の
迷
惑
に
な
る
よ
う
な
犬

の
飼
い
方
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
産
業
環
境
課
（
℡
82
‐

６
１
６
８
）

保
険
証
と
一
緒
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い

　

井
手
町
で
は
、
該
当
と
な
る
方
で
あ
れ
ば

申
請
等
に
よ
り
以
下
の
も
の
を
交
付
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
は
、

病
院
等
の
窓
口
で
必
ず
保
険
証
と
一
緒
に
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
社
会
保
険
に
ご
加
入
の
方

・
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

・
福
祉
医
療
費
の
一
部
負
担
金
限
度
額
適
用

　

認
定
証

・
京
都
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
者
証

・
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

◎
国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方

・
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証

・
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認
定
証

・
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

　

額
減
額
認
定
証

・
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

・
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

・
福
祉
医
療
費
の
一
部
負
担
金
限
度
額
適
用

　

認
定
証

・
京
都
子
育
て
支
援
医
療
費
受
給
者
証

・
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

◎
後
期
高
齢
者
医
療
に
ご
加
入
の
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準
負

　

担
額
減
額
認
定
証

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
定
疾
病
療
養
受
療
証

・
重
障
老
人
健
康
管
理
事
業
対
象
者
証
（
シ
ー

　

ル
）

・
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
医
療
課
（
℡
82
‐

６
１
６
６
）

講
座
・
教
室

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
ペ
ン
習
字
》

日
時
／
11
月
24
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

《
大
正
琴
》

日
時
／
11
月
11
日
（
金
）・
12
月
９
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

　
　
　

11
月
25
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

《
太
極
拳
》

日
時
／
11
月
11
日
（
金
）・
25
日
（
金
）・

　
　
　

12
月
９
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

《
人
権
学
習
（
人
権
啓
発
ビ
デ
オ
上
映
）》

日
時
／
11
月
25
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
半
～
正
午
、

　
　
　

午
後
３
時
～
３
時
半

日　

時
／
12
月
12
日
（
月
）
～
13
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

受　

付
／
住
民
福
祉
課

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
４
）

く
ら
し
の
資
金
貸
付
け
申
し
込
み
受
付
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場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

【
い
づ
み
ふ
れ
あ
い
学
級
（
社
会
見
学
）】

日
時
／
12
月
１
日
（
木
）

　
　
　

午
前
８
時
50
分
～
午
後
４
時
20
分

場
所
／
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア

　
　
　

ム
・
勝
龍
寺
城　

他

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
社
協
生
き
生
き
サ
ロ
ン
（
ミ
ニ
ミ
ニ
運
動

会
）】

日
時
／
11
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

日
時
／
11
月
24
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
井
手
玉
川
大
学
第
４
回
講
座
（
高
齢
者
体

力
チ
ェ
ッ
ク
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
）】 

日
時
／
11
月
12
日
（
土
）
午
後
２
時
～
４
時

　
　
　
（
午
後
１
時
か
ら
受
付
・
血
圧
測
定
）

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
社
会
教
育
課
（
℡
82
‐

５
７
０
０
）
ま
で

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
11
月
18
日
（
金
）・
12
月
２
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時

健
　
康

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
12
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
12
月
８
日
（
木
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
12
月
７
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

日
時
／
11
月
16
日
（
水
）・
30
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、

　
　
　

予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ

　
　
　

る
方
は
年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

費
用
／
無
料

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護
な

ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

子 

育 

て

【
乳
幼
児
健
康
審
査
】

《
乳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
12
月
５
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
28
・
７
・
４
～
Ｈ
28
・
９
・
５
生
ま

れ受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

《
３
歳
児
健
康
診
査
》

日
時
／
12
月
９
日
（
金
）

対
象
／
Ｈ
25
・
４
・
１
０
～
Ｈ
25
・
７
・
９
生

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

各
種
相
談

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
11
月
22
日
（
火
）
午
後
１
時
半
～
４

時場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
高
齢
福
祉
課
（
℡
82
‐

６
１
６
５
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
11
月
11
日
（
金
）・
25
日
（
金
）・

　
　
　

12
月
２
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
こ
こ
ろ
の
相
談
室
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
11
月
21
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
12
月
５
日
（
月
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
心
配
ご
と
相
談
は
、
第
１
月
曜
日
は
玉
泉

苑
、
第
２
月
曜
日
は
賀
泉
苑
で
開
催
し
て
い

ま
す

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
11
月
28
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
発
達
相
談
》

日
時
／
11
月
24
日
（
木
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
完
全
予
約
制
・
ご
希
望
の
方
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

《
育
児
相
談
》

日
時
／
12
月
７
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
10

時
半
受
付

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
込
は
不
要
で
す

・
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様
だ

け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で
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【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
11
月
・
12
月
の
休
館
日

11
月
４
・
７
・
14
・
21
・
24
・
25
・

28
日

12
月
５
・
12
・
19
・
22
・
26
～
31

日☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
１
２
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１
週

間

☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

11
月

一
般
書

「
空
へ
の
助
走
」　　

壁
井 

ユ
カ
コ

「
秋
萩
の
散
る
」　　
　

澤
田 

瞳
子

「
黒
涙
」　　
　
　
　
　

月
村 

了
衛

「
そ
の
雪
と
血
を
」

　
　
　
　
　
　

 

ジ
ョ
ー
・
ネ
ス
ボ

「
黄
犬
ダ
イ
ア
リ
ー
」

　
　
　
　
　

 
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

 

キ
ー
ン
誠
己

「
頭
痛
を
ス
ッ
キ
リ
治
す
本
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
本 

純

「
発
達
障
害
の
僕
が
輝
け
る
場
所
を

み
つ
け
ら
れ
た
理
由
」　  
栗
原 

類

児
童
書

「
で
て
く
る
で
て
く
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
田 

明
子

「
も
う
あ
か
ん
！
」

　
　
　
　
　
　
　

岡
田 

よ
し
た
か

「
お
に
ぼ
う
」

　
　
　
　
　

く
す
の
き 

し
げ
の
り

「
し
ゅ
く
だ
い
と
び
ば
こ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
田 

岩
緒

「
あ
た
し
の
、
ボ
ケ
の
お
姫
様
。」

　
　
　
　
　
　
　
　

令
丈 

ヒ
ロ
子

11
月
・
12
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
か
み
し
ば
い
》

11
月
12
日
（
土
）・
12
月
10
日
（
土
）

い
ず
れ
も
午
後
１
時
半
か
ら

図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

11
月
19
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
展
示

ホ
ー
ル

《
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
・
と
り
の

本
》

12
月
１
日
（
木
）
～
25
日
（
日
）

図
書
館
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

Ｑ
．
退
職
後
の
国
民
年
金
の
手
続
き
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
。

Ａ
、
退
職
後
に
厚
生
年
金
保
険
の
適
用
事
業
所
に
再
就
職
す
る
場
合
は
、
引

き
続
き
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
の
60
歳
未
満

の
人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
退
職
し
た
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
60
歳
未
満
の
配
偶
者
（
夫
・
妻
）
に

つ
い
て
も
、
同
様
に
国
民
年
金
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
手
続
き
を
怠
る
と
、
年
金
額
が
減
る
場
合
や
、
年
金
そ
の
も
の
が
受

け
取
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
た
め
の
手
続
に
は
、
年
金
手
帳
ま

た
は
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
と
、
退
職
の
日
の
わ
か
る
書
類
が
必
要
で
す
。

提
出
期
限
は
退
職
日
の
翌
日
か
ら
14
日
以
内
で
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
は
月
額
１
万
６
２
６
０
円
（
平
成
28
年
度
）

で
す
。
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
期
間
分
（
原
則
と
し
て
六

か
月
・
１
年
間
・
２
年
間
）
の
保
険
料
を
一
括
し
て
納
付
す
る
と
保
険
料
が

割
引
に
な
る
前
納
制
度
や
、
口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
保
険
料
が
割
引
に
な

る
制
度
（
早
割
制
度
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

手のひらの京
綿矢 りさ
　なんて小さな都だろう。
私はここが好きだけど、い
つか旅立つときがくる－。
京都を舞台に、人生に恋に
悩みながらもまっすぐ生き
る三姉妹を描く現代版「細
雪」。

酒場図鑑
小寺 賢一
　いい店の探し方、ひとり
飲みを楽しくするヒント、
酒場の味を自宅で再現する
ためのレシピ…。酒場に慣
れていない人に向けて、酒
場の楽しみ方から酒食のあ
れこれまでを豊富なイラス
トとともに解説する。見返
しに記事あり。
ミスターオレンジ
トゥルース・マティ
　１９４３年のニューヨー
ク。八百屋の少年ライナス
は、オレンジを注文する画
家と親しくなり、彼を「ミ
スターオレンジ」と呼ぶ。
ナチスが支配するヨーロッ
パから逃げてきたその画家
との出会いが、ライナスを
大きく変え…。
わたしのそばできいていて
リサ・パップ
　マディは字を読むことが
苦手。国語の時間に音読を
あてられてもうまく読めま
せん。つかえるたび、まち
がえるたびに、クラスの子
がくすくす笑う声が聞こえ
て、にげだしたくなるので
す。そんなとき図書館で１
匹の犬と出会い…。

き
は
、
保
険
料
の
免
除
制
度
が
あ
り

ま
す
。
免
除
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
、
認
印
、
退
職
し
た
こ
と
を
確

認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写
し

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票

等
）
を
持
参
し
、
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。



広報いで H28-1115

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入　
れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（11月11日～12月10日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 12月8日 12月 1日 11月24日 11月 17日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日
11月11日

12月 9日
12月 2日 11月 25日 11月 17日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 11月17日 12月 1日 11月 24日 12月8日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収集区域
11月11日
12月5日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

11月14日
12月6日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

11月 15日
12月 7日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、

蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

11月16日
12月8日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

11月17日
12月9日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、

田村新田

11月18日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、
扇畑、浜田、橋ノ本

11月 21日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで

古紙の日に出せるもの・出し方
●「新聞」「雑誌」「ダンボール」「紙パック」「雑紙」（その他の紙類）です。（雑紙：チラシ・紙箱・包装紙・封筒など。
　雑紙についているビニールやホッチキスの針は取り除いてください。）
●「新聞」「雑誌」「ダンボール」は、例えば「新聞」なら「新聞」だけで何枚か束にして、ひもなどで十文字に束ねて、
　種類ごとに出して下さい。
●ひもなどで束ねにくい小さな紙切れ（雑紙）は、上口の開いている紙袋に、束にしてきれいに敷きつめるか、透明袋に
　入れれば出すことができます。
　  ※ダンボール箱や口の開いていない紙箱の中に入れて出さないでください。「新聞」「雑誌」「ダンボール」「紙パック」「雑紙」それぞれで
　　　リサイクルの方法が違います。また、ひと目でごみの種類が確認できない方法のごみ出しは、収集の効率を低下させます。
●紙パックは中身を飲み終えたらすぐに水でよく洗い、切り開いて十分に乾燥させてから、ひもなどで束ねてください。
●出来るだけ地域の集団回収に出してください。
●汚れのひどい紙、複写式伝票、レシート等の感熱紙、圧着はがきなどの粘着物のついた紙、洗剤の紙箱などのにおいの
　ついた紙、防水加工された紙、アイロンプリントなどの捺染紙、感熱性発泡紙は燃やすごみです。

（古紙）



住民カレンダー
月日 曜日 行　　　　事

11/11 金
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

12 土 井手玉川大学第４回講座（午後２時～、府立山城勤労者福祉会館）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

13 日
14 月 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
15 火 すくすくクラブ（午前 10時～ 11時 40分、子育て支援センター）

16 水
料理教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
社協生き生きサロン【ミニミニ運動会】（午後 1時半～、玉泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～、いづみ人権交流センター )

17 木
18 金 天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）
19 土

20 日 井手町防災訓練（午前９時～、井手・多賀小学校、玉川保育園、自然休養
村管理センター）

21 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

22 火 手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

23 水 勤労感謝の日

24 木
発達相談（保健センター、予約制）
胃・肺がん検診（午前９時～、午後１時～、保健センター）
健康教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

25 金

胃・肺がん検診（午前９時～、午後１時～、保健センター）
大正琴教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）
人権学習（午前１１時半～、午後３時～、いづみ人権交流センター）
こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

26 土 京都で一番早くさくらが咲くまちプロジェクト（午後４時～、まちづくり
センター椿坂・玉川周辺）

27 日
山背古道とことんウォーキング（城陽市～木津川市）
京都で一番早くさくらが咲くまちプロジェクト（午前 10時～、まちづくり
センター椿坂　他）

28 月
胃・肺がん検診（午前９時～、午後１時～、ＪＡ井手町支店）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

29 火 のびのびクラブ（午前 10時～ 11時 40分、子育て支援センター）

30 水
料理教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
生き生き体操教室（午後１時半～３時半、玉泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～、いづみ人権交流センター )

12/1 木
無火災デー防火パレード
いづみふれあい学級社会見学（午前８時 50分～午後４時 20分、京都市他）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、玉泉苑）

2 金 こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

3 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
4 日

5 月
乳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
手芸教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

6 火

7 水
育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10時半受付、保健センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、玉泉苑）
生き生き体操教室（午後１時半～３時半、賀泉苑）
パソコン教室 ( 午後２時半～５時、いづみ人権交流センター )

8 木 料理教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）

9 金
大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
３歳児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

10 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、町内）
親子で楽しむ紙しばい（午後１時半～、山吹ふれあいセンター図書館）

おめでとうございます まちのカレンダー
（11月11日～12月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161

地域創生推進室 0774-82-6170

企画財政課 0774-82-6162

税　務　課 0774-82-6163

住民福祉課 0774-82-6164

高齢福祉課 0774-82-6165

保健医療課 0774-82-6166

建　設　課 0774-82-6167

産業環境課 0774-82-6168

上下水道課 0774-82-6169

会　計　課 0774-82-6171

議会事務局 0774-82-6172

教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333

山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700

同和・人権政策課
0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館

保健センター 0774-82-3385

地域包括支援センター 0774-82-3690

泉ヶ丘中学校 0774-82-2070

井手小学校 0774-82-2119

多賀小学校 0774-82-2112

玉川保育園 0774-82-2153

多賀保育園 0774-82-2225

いづみ保育園 0774-82-4160

子育て支援センター 0774-82-2232

環境衛生センター 0774-82-4651

学校給食センター 0774-82-3617

井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838

町立デイサービスセンター 0774-99-4318

老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499

老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059

京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000

井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

(9 月 21 日から 10 月 20 日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
井 手 天 野　幸
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太
た

朗
ろう

　 秀 男

井 手 丸 山　大
たい

 成
せい

太 一

多 賀 篠 田　陽
ひな

 大
た

直 廣

井 手 三 木　康
こう

 暉
き

渉 平

〈
出
生
〉


